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小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 

刈谷田福祉会 
代表者 

理事長 

 岸 弘道 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

共に生き、共に育み、「尊敬の心」「感謝の心」「謙虚な心」のサービスの提供に努めま 

す。                                     

自宅での生活の継続を望む方が、家族・地域との関係を断ち切ることなく、これまでと

同じように地域で共に生活が送れるように支援していきます。 
事業所名 

小規模多機能型 

居宅介護みやざわ苑 
管理者 

 

 佐藤 智子 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 

地域包括支援セン

ター 
近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 1 人 2 人 1 人 1 人 1 人 1 人 5 人 0 人 12 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

・ご本人らしい生活を自宅で送る事が

できるよう、今後もそのかたの生活環

境や状況、お気持ちをスタッフで情報

共有・周知し寄り添う。 

 

・その方の環境やお気持ちなど情報

伝達、確認しあい共有し、家族とス

タッフが統一し寄り添いのケアを

行うことができた。 

・小規模畑を作り、皆さんの知恵を

活かし野菜や果物作りができた。 

自己評価に取り組んでいること

がうかがえますので意見はあり

ません。 

 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・正面玄関の掃除は、継続して事務部

と協働し清潔な明るい雰囲気作りに心

がけていく。 

・施設フロアや事業所に、ご利用者の

作品を展示、季節感、透明感、プライ

バシーに配慮し、入りやすい雰囲気と

環境作りを継続して行ない、小規模新

聞を掲示する。 

・来苑者やご家族へ話しかけ、話しや

すい雰囲気作りに心がける。 

 

・正面玄関の掃除は、継続して事務

部と協働し行うことができた。 

・ご利用者の作品を見やすい場所に

展示し来園者から足を止めて見て

いただくことができた。 

・イベントや季節ごとに飾り付けを

ご利用者と行った。 

・市などの展覧会に作品を展示し見

学に来られた方に説明し来苑を呼

び掛けることができた。 

・プライバシーに配慮し、入りやす

い雰囲気作りができた。 

改善に向けて取り組んでいるこ

とがうかがえるため意見はあり

ません。 

（廊下、エレベーター付近、入り

口に作品など見やすいように配

置され飾られていた。ちょっと足

を止め見たくなる雰囲気があっ

た。） 

 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・気軽に来苑していただけるよう、施

設全体でみやざわ苑とはこんなところ

ですとアピールしていく。 

作品展示（ご利用者、園児、児童、

老人クラブなど地域のかたの作品）

し中に入っていただけるようにして

いく。 

・今後も、地域や保育園などの行事に

参加させていただく。 

・グループホームと一緒にゴミ拾い。 

・御利用者の作品の展示、市の展覧

会参加、地域の子供たちとの触れ合

い行事に参加できた。 

お誘いしてもらうこともできた。 

・小規模新聞を継続して配布でき

た。ブログの掲載もできた。 

・ゴミ拾いは、グループホームと一

緒にはできなかったが独自に行っ

た。 

地域に配布した小規模新聞は、配

布地域の皆さんが見るようにな

った。 

老人施設・建物があるということ

は知られているが、どのような機

能の施設なのか、地域住民が行っ

ても良いものかなど、小規模に限

らずあまり知られていない。 

 



Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・今後も、行きたい、見たい、馴染み

の場所、地域行事、イベントなど参加

し地域のかた達とのふれあいを続けて

いく。 

・小規模新聞を地域にこれからも発信

していく。 

・いろいろな情報が集まる、運営推進

会議を活用していきたい。 

・少人数での対応を行うことで、ド

ライブや個々の行きたい、やってみ

たいに応えることができた。 

・実家や生まれた地域への外出がで

きた。 

・季節ごとの外出ができた。 

・地域の方々に小規模畑の、草取り

していると声かけていただくこと

があった。 

・運営推進会議でアピールできた。 

 

・いろいろな面で努力が見受けら

れます。 

・地域住民を交えた会議というも

のはどのような会議を言うのか。 

 →この運営推進会議も含まれ

ます。 

 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・小規模内で会議録回覧・周知し必要

な事案は、情報共有と確認を行なう 

・今後もミーティング、小規模会議で

検討していく。 

・施設全体で共有し、気軽に相談でき

るよう働きかけていく。 

・会議の内容を職員で回覧し周知し

ている。 

・必要な事案は。ケアに活かしてい

る。 

・会議や小規模新聞で発信してい

る。相談もあった。 

・個人情報やプライバシー問題が

あり、この会議の場で事例検討は

いかがなものか。 

・いろいろな面で取り組んでいる

ところは見受けられました。 

・情報の共有は必要と考えます。 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・今後も事業所の取り組みを理解して

いただけるよう訓練参加をお願いして

いく。 

・防災基本事項の掲示を続け、必要時

説明を行ない小規模新聞や広報誌に役

割を明記し掲載する。 

・備蓄品などは、法人として全体で考

え対応を継続していく。 

・交通事故、送迎時の事故のないよう

状況に応じ対応を行う。 

・地域の方や、運営推進会議参加者

から避難訓練に参加してもらうこ

とができた。夜間訓練にも地域住民

の方から参加していただけた。 

・電話伝達だったのを、職員への一

斉メールで招集できるようにした。 

・送迎時などの事故のないように職

員一同気を付けて運転した。定期的

に車の点検を行っていた。 

・取り組みが見受けられます。意

見はありません。 

 

 

 



 


